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令和６年度 第５回 校章・校歌検討部会、標準服等検討部会 報告書 

 

１ 開催概要 

  日時：令和６年９月 20日（金）15：45～17：00 /場所：旭丘中学校仮設校舎 多目的室 

 

２ 開催内容 

⑴ 校歌の確認について 

⑵ 中学校の服装における着用基準の考え方について 

 

３ 当日の主な意見等と区の考え方 

 

 

〔校歌の確認について〕 

【校歌作詞者 武田あゆみ先生の説明】 

○ 事前にいただいた「校歌に入れたい言葉」を中心に、児童・生徒、地域の方との懇

談会での意見や想いを踏まえたうえで、３校の校歌を参考にしながら作詞をした。 

〇 児童・生徒一人ひとりが主体であること、その目線に立ち、何事にも前向きに取り

組む姿勢を表現した。詞の重要な箇所には「校歌に入れたい言葉」から使用し、直

接の使用が難しいフレーズについては代わりの言葉を使った。 

【校歌作詞者 八木澤教司先生の説明】 

〇 懇談会でいただいた意見や想いを参考に、話をする中で感じた地域の特色などを作

詞前にデッサンに起こして、作詞と並行して制作に取り組んだ。 

〇 音域がやや高い傾向にあるため、皆さんからの意見を元に修正を加えていきたい。 

【主な意見・部会長まとめ】 

 〇 曲・歌詞ともにとても良いと思う。 

〇 音域が少し高いと感じる。 

〇 間奏をもう少し入れてもいいのではないか。 

〇 歌詞の中に、小学生には流れやつながりがイメージしづらい部分があるのではない

か。 

〇 「～できない」という否定的な歌詞は、別の言葉で言い換えが可能か。 

〇 指摘があった点は、後日修正案をお示しいただく。 

   〇 今後は３校の音楽の先生方を中心に内容の判断をしていただくこととする。 
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〔中学校の服装における着用基準の考え方について〕 

【主な意見・部会長まとめ】 

 〇 事務局の案では、 

① 学校（生徒・教職員）を中心に決めてもらう 

② 標準服等検討部会を中心に検討する 

であった。 

   〇 中学校に検討をお願いしたい。 

 〇 部会で子どもの意見を聞くのは難しいので、学校側に一任しても良いと思う。 

 〇 開校時は先生が指導しやすい基準を設け、開校後に実際に着用する子どもの意見を 

   聞きながらルールのバージョンアップを図ってもいいと思う。 

 〇 着用基準の話し合い・決定には生徒を参加させてほしい。子どもの意見を最大限に

尊重し、子ども自身がルールの在り方に向き合えるように教育的支援も併せてお願

いしたい。 

 〇 学校（生徒・教職員）を中心に着用基準を決めてもらうこととする。 

 

 


